










































































る B 中学校に在籍する中学校 2年生 240名の中で，4泊 5日の日程（A, B, C
班の 3班構成，A 班：2015年 7月 29日～8月 2日，B 班：8月 3日～8月 7
日，C 班：8月 8日～8月 12日）の無人島キャンプに参加した 240名を対象
８７野外教育における心的変容に関する研究
に調査を行った。3回にわたる調査の中で，第 1回調査はキャンプ参加前の
2015年 7月初旬に，第 2回調査はキャンプ終了 1カ月後の 9月初旬に，第 3
回調査はキャンプ終了 2カ月後の 10月初旬に実施した。得られた回答のう















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































エフィカシーの点数化は，pre 調査，post 1調査，post 2調査ともに以下のよ
うに行った。（1）～（23）の項目について，5件法で「そう思う」を 5点，「少
しそう思う」を 4点，「どちらともいえない」を 3点，「あまりそう思わない」










れている。自己成長性の点数化は，pre 調査，post 1調査，post 調査 2とも
に以下のように行った。（1）～（33）の項目について，3件法で「はい」を 3
点，「いいえ」を 2点，「わからない」を 1点として得点化した（逆転項目 7
項目ではこの反対）。全項目による尺度得点の理論的範囲は，33～99点とな
る。


















果は有意であった（F（1,204）＝5.20, p＜.05）。次に Bonferroni 法を用いた
多重比較によれば，pre 調査より post 1調査はわずかに低下したが（有意差













pre（CP 前） post 1（9月） post 2（10月） F 値 多重比較

































査回数の平均値と標準偏差については Table 3～Table 10の通りである。
セルフ・エフィカシーについての分散分析の結果では，有意な性別の主効果
があり（F（1,203）＝14.77, p＜.001），有意水準 5％とした Bonferroni 法に
よる多重比較を行ったところ，男子生徒は女子生徒より平均値が有意に高かっ
た。また，有意な調査回数の主効果もあり（F（1,203）＝5.36, p＜.05），post














65.52（13.22） 性別 調査回数 交互作用


































70.53（13.28） 性別 調査回数 交互作用





















































15.12（3.57） 性別 調査回数 交互作用






































水準 5％とした Bonferroni 法による多重比較を行ったところ，pre 調査と














16.99（4.60） 性別 調査回数 交互作用


















































































合 計 111（48.5％） 84（36.7％） 34（14.8％） 229（100.0％）
太字：調整整済み残差 *p＜.05
Table 8 性別（男子・女子）×キャンプ後の学校生活充実度（n＝229）



































































Table 9 性別（男子・女子）×班付きリーダー 4タイプ（n＝227）
バランス型群 プログラム遂行型群
人間関係

































体験を経たキャンプ終了 1カ月後の日常生活場面（post 1），キャンプ終了 2






その結果，セルフ・エフィカシーの平均値は，post 1調査では pre 調査よ
りその値は低下傾向となったが，post 2調査では post 1調査より有意に高く
Table 10 性別（男子・女子）×所属部活動（運動部・文化部）（n＝231）
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